
オース トラ リア ・アボ リジニ女性 の労働 と経済 生活

社会変化の視点から

窪 田 幸 子

1.は じめ に

オー ス トラ リア北部 特別地 域(NorthernTerritory)に あ るアー ネム ラン ド(Arnhem

Land)は 、 オー ス トラ リアの先住 民、 アボ リジニ の土地 と して彼 らの権利 が守 られ てい

る約10万 平 方 キ ロ メー トル の広 大 な地域 で あ る(地 図)。 この アー ネム ラ ン ドの北 東部

に、 ヨロ ンゴ(Yolongu)と 自称 す るア ボ リジニ の人 々が暮 ら してい る。 この地域 には 、

1940年 前 後 にキ リス ト教 伝導 団 に よって町 が相次 いで建 設 された。 それ までの ヨロ ンゴ

は昔 なが らの遊 動的 な狩 猟採 集の生 活 をお くってい たが 、徐 々 に遊動 の生 活か ら定住 の

生活 に移 り、町や 小規模 の村 に暮 らす よ うにな った。現 在の 彼 らの生 活 は、狩 猟採 集 に

よる生 業経 済か ら貨幣 経済へ と移行 し、加 速 度的 に 白人の物 質 にあふ れ る生活 に なって

きてい る。 こ うした 中で、 ヨロン ゴの生 活 には さ まざまな場 面 での変 化や適 応 がみ られ

る。居 住集 団の構 成や 集団 同士 の 関係 、特 にその なかで の女性 の立場 、生 業 ・貨幣 混合

経済 に移行 して きたか れ らの 生活 、工 芸 品製作 の もつ新 た な経 済的、 社会 的意味 な どに

つ いては これ までに発表 して きた[Kuboto1991,1992,窪 田1992]。 本文 では生 業 ・

貨幣 混合経 済の なか にあ るア ボ リジニ社 会 にみ られ る男 女の経 済へ の適応 の違 い を整理

して示 し、近 年新 しい現 象 として注 目 され る変 化 につ いて述べ た い。

2.調 査 地 の 背景 ・ヨ ロ ン ゴの世 界

オー ス トラ リアに は1788年 に英 国人 が入植 を始め た。 その 当時 アボ リジニの 人 口は25

万 人、約500の 部族 が存在 して いた と推 定 され てい る。 白人の 開拓 が奥 地へ と進 む につ

れ、 ア ボ リジニ と白人 との暴 力的 な衝 突が増加 した。武 器 を もつ 白人は圧 倒的 に優 位 で

あ り、各地 で アボ リジニ は殺 り くされ 、居住地 を奪 われ て い った。 この よ うな殺 り く、

新 し く持 ち込 まれた病 気、栄 養不 良 な どに よ りア ボ リジニは壊 滅的 な打撃 を受 け た。1866
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年 には 、ア ボ リジニ 人 口は約8万 人 まで 減 少 してい る。 しか し、 その ま ま減 少 をつづ け、

絶滅 して行 くか と見 られ たア ボ リジニ 人 口は、 その後 増加 に向か う[小 山1988]。 政 府

の ア ボ リジニ政 策 も、隔離 主義 か ら同化 主義 へ と変化 し、1967年 には オー ス トラ リア国

民 として認 め られ 、彼 らの 自立 を うながす 方 向へ と向か って きてい る。 そ して 、現 在で

は 自立 自営 政策 が とられ、 ア ボ リジニ 人 口は23万 人 に まで 回復 した[窪 田1993]。 この

よ うな歴 史的経 緯 に よ って、 アボ リジニ の現状 は地 域 に よ り多様 で あ る。 た とえば、 入

植 の初期 に 白 人 と接 触 した南部 地方 の アボ リジニ 社 会は壊 滅的 な打撃 を うけたが 、北部

地域 で は、 厳 しい 自然環境 の ため 、入植 は遅 れ 、暴 力的 な衝 突 をほ とん ど経験 しなか っ

た部 族 もあ る。

オー ス トラ リア最 北端 に位 置す るアー ネム ラ ン ドは1931年 に保護 区 に指定 され、 その

後 ア ボ リジニ の土地 とな った。 ア ボ リジニ以外 は許 可 な く立 ち入 るこ とがで きない。正

確 な人 口はつ かめ な いが少 な くと も1万 人程 度が この 広大 な地域 に暮 らして い る といわ

れ る。 ユ ー カ リ種 が卓 越 した疎林 、岩場 、 沼地 が混在 す る平 原が続 く。 気候 は熱帯 気候

で年 間 を通 じて 日中気 温 は30度 を下 まわ るこ とは ない。季 節 は雨季 と乾 季 にわ かれ る。

雨季 には しば しば道路 が 寸断 され 、車 での移 動 は困難 にな る。

筆 者 が調査 して い る ヨロン ゴは、この アー ネム ラン ドの 東端 、約200キ ロ四方 の北 と東

を海 に囲 まれ た地域 に暮 らす 人口約4000人 ほ どの 人 々であ る。1930年 代 まで 白 人 との恒

常 的 な接触 が なか った この地 域 では 、先住 民 言語や 、様 々な儀礼 、狩 猟採 集 に関 わ る知
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地図 アニ ネムラン ドとヨロンゴ文化圏

一156一

～.h4^一 伽 の叡4■ 唱 し_■ 噂咽働轄柚 レ ・ 層 酷 ゆ ・ 昂 ・^・ ゆ"申r'一 内6・ 印4鴎 ・ 噛ウ轟 岬 醐開瞳8・ 闘・～ 一撃噸脚 伊 噌闘一 悼 紳 吻 闇隔`.し 挿噂86禦9'



オー ス トラ リア ・アボ リジニ女 性 の労 働 と経 済生 活

識 な どが良好 に維持 され てい る。 ヨロンゴ とは言語 、儀礼 、婚 姻規 則 な どを共有す る同

一 の文 化圏 に属す る人 々で、 さ らに50を こ える氏族(ク ランclan)に わか れて いる。 こ

の地域 で は1930年 代 か らキ・リス ト教 伝道 団が 同化主 義政策 の もと、3つ の町 を建設 し、

アボ リジニの保護 、教育 にあ たって きた。 ヨロン ゴの ほ とん どは、現在 では この いずれ

かの町 か、町 の周 りある小規模 な村 に居 住 してい る。

筆者 が主 な調査 地 として いるのは、東経135度 、南緯12度 に位 置す るエル コ島のガ リウ

イン ク(Galiwin'ku,ElchoIsland)の 町 を中心 とした地域 であ る。 この町 は1941年 に

建 設 された。町 の人 口は約1000人 。管 区全体 の人 口は2000人 を越 える。軽 飛行機 で近隣

の都市 ダー ウ ィン(Darwin)ま で2時 間半 、 ゴー ブ(Gove)ま で1時 間弱で あ る。筆 者

は こ こで1985年 以来調 査 を行 って きた。本文 のデー タは お もに1990年 度の調査 時 の もの

に よって い る。

町 には病 院、学校 、町役場 、発電 所、上 下水道 、 スーパー マー ケ ッ トな どの設備 が整

い、人 々は政 府が建 設 した近 代的 な住居 に住 んで い る。 島内の交通 には4輪 駆動 の ラン

ドクルーザ ーがつ かわれ 、他 地域へ の交通 には ボー トや軽 飛行機 がつか われ る。 人 々は

生 活 に必要 な物資 をスー パーで購 入す る。近 代的 な設備や物 資が町 にあふ れ、貨幣 経済

に巻 き込 まれ てい る一方 で、 彼 らは狩猟採 集 に よる食物 供給 に熱 心で 、儀 礼 な どの伝統

的習慣 をま もる こ とに心 を砕 いてい る。

それ ぞれの町 の回 りにはア ウ トステー シ ョン と呼 ばれ る小規模 な村 が点在す る。 これ

は1970年 以降 に な り、伝 統的 な生活 に回帰 しよ うと村 を建 築 し、少 人数 で居住 す るよ う

に なった もの であ る。村 の規模や 組成 は伝統的 な居住集 団 と類 似 してい る し、町 よ りも

狩猟採 集 に依 存す る割 合の 高い生活 をお くって いる。 しか し、彼 らは 白人 との接触 以前

の よ うに遊動 的 に、 季節 に よって キャ ンプ地 をか え るよ うな生活 をお くるのでは 壕 く、

井 戸 を掘 り、家 をたて、ほぼ恒 常的 に その村 で くら してい る。村 は近 くの 町か ら医療 、

食料 、物資 、教育 な どの援助 を うけて いる。 こ うした アウ トステー シ ョンの生活 には4

輪駆 動が必 需品 とな ってい る。

この よ うに近代 的 な生 活 に移行 して きて いる ように見 える ヨロンゴだが、 その一方 、

さま ざまな面で 自分 達独 自の文化 に重 きをお きつづ けてい る。 た とえば彼 らは複雑 な婚

姻 規則 を持 っ部族 として、 レヴ ィ ・ス トロー スが その 代表的 な著書の なかで ムル ンギ ン

として とりあげた こ ともあ り[レ ヴ ィ・ス トロー ス1977]、 有 名 にな ったが 、その複雑

な規 則は現在 も約7割 は守 られて いる とい う報 告が あ る[杉 籐1991]。 キ リス ト教導 入

後 、一夫 多妻制 は否定 的 に受 け取 られ るよ うに な り、複数 の妻 を持つ もの は減 少 した し、

か つて一般 的で あ った年齢差 が たいへ ん大 きな婚姻 関係 も減 少 した。 しか し、基本 的 に

親族 関係 にの っ とって、結婚 に望 ま しい相 手は あ る程度 きまってお り、 それ以外 の結婚

は少数 派 といって よい。正 しい親 族関係 に基づ かな い結婚 は親族 か ら反対 され、町 の 人々
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か らも眉 をひそめ て 見 られ るよ うな もの で あ り、町 にいず ら くな って、 周辺の 村や 、都

市 に流 出 して しま う結果 とな る。 そ して その よ うな婚 姻 の場 合 で さえ も 「最低 限の ルー

ル」 で あ る半族 外婚 は必 ず守 られ る。

また、 ヨロ ンゴの最 も基本 的 な生 活単位 は 氏族(ク ラン)で あ る。 ヨロン ゴの クラン

の総数 は50を こえ るが 、 各 クラ ンはデ ュ ワ とイ リチヤ のふ たつ の半族 の いず れか に属 す

る。 ガ リウイ ン ク管 区 に は この うち14の クラ ンが い る。 クランは外婚 単位 で あ り、居住

単 位 の基本 で もあ り、儀 礼単 位 で もあ る。 それ ぞれの クラ ンは聖 地 を中心 とした領 域 を

所 有 し、 その場 所 に まつわ る独 自の 神話 を所 有す る。 神話 で は、 人間が この世 にあ らわ

れ る以前 に地上 を旅 して、景 観 を作 りだ し、 言葉 を生 み 出 し、動 植物 に名前 をつ けて い

った精 霊 の行動 が か た られ る。 この精 霊 が各 々の クラ ンの祖 先 に あた る人間 た ちに聖地 、

領 域 、言語 、 そ して さ ま ざまな トー テ ム を与 えたの だ といわれ る。儀 礼 の なかで は この

聖 地 をつ くった クランの精霊 をた た え、 その 行動 を再現 し、精霊 が 出会 った全 ての動植

物 を歌 い、 踊 る。 つ ま り、 クラ ンは親族 関係 、婚姻 、 土地 、言語 、神 話 、儀 礼の 基本 と

な る ま とま りで あ り、 ヨロ ンゴ各個 人 に とり、 ア イデ ンテ ィテ ィの よ りどころ とな って

い る。

クラン内部 、 また クラン同士 のつ なが りは現 在 も強 く、 クラ ンを中心 と した儀 礼が 活

発 に行 なわれ る。 ヨロ ンゴの儀 礼 には、葬 礼 儀礼 、成 人儀 礼 、交換儀 礼 な どが あ り、 そ

れ ぞれの クラ ンに よ り、歌 い踊 る内容 や 儀礼場 の 整 え方 、地面 に作 る砂 の文様 な どに違

いが あ る。 こ う した儀 礼 は近 年 に な ってか え って活発 に行 な われ る よ うに な り、 その 重

要 性 も増 してい る。

3.美 術工芸 品製 作 ・賃金 ・社 会福 祉

ヨロン ゴの現 金収 入は 、現 在 の ところ主 に3つ に分類 で きる。 彼 らが 生産 した美術工

芸 品の販 売 に よる収 入、被 雇 用者 と しての賃 金 、 そ して福 祉や 補助 金 な どの政 府 か ら支

給 され る収 入で あ る。 この なかで 美術工芸 品製作 は 、 ヨ ロンゴ 自身の生 産 に よって収 入

をえ る手段 と して現 在 の ところ唯一 の もので あ る。

ヨロ ンゴの美術 品 、工 芸 品の 製作 品 目は 男女 に よる違 いが あ る。 男性 は 、樹皮 画、 大

型彫 刻 、儀礼 用 ポー ル、槍 、槍 投 げ器 、デ ジャ リ ドゥー(木 管 楽器)を つ くり、女性 は 、

編 み袋 、バ ス ケ ッ ト、小 型彫刻 、 パ イプ 、首 飾 りな どをつ くる。樹 皮画 はユ ー カ リの 樹

皮 をキャ ンバ スに して土粘 土 の絵 の具 で ヨ ロン ゴの神 話 に基づ く絵 を描 い た もので 、ア

ボ リジニの 美術 品の代 表 的 な もの と して、近 年 は内外 か ら評価 が 高 ま り、 高 い価格 で 取

り引 きされ るよ うにな って きて い る。 デ ジ ャ リ ドゥーはユ ー カ リの木 の内部 を白 あ りが

食べ 、 中空 に した もの を整 えて管楽 器 とす る。 この表 面や それ以外 の彫刻 に も神話 に基
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ついて、樹皮画 と共通す る絵がえがかれ る。女性の工芸品は草木ぞめで染めた天然繊維

を用いて編み上げた各種のバスケッ トが中心で、それ以外に柔 らかい木をつかった小さ

な彫刻 もつ くる。

製品の販売は、お もに美術工芸品セ ンター を通 じておこなわれる。センターの記録を

見ると、ほぼ町の成人全貝が何 らかの工芸品 を製作販売 している。 しかしほ とんどの者

は少額販売者であ り、個人あた りの総販売高は低 く、1年 に400ド ル以上の販売 をしてい

るものは、男性30人 、女性20人 にす ぎない。つ まり美術工芸品の製作で高額収入をえる

表1:美 術工芸品高生産者の収入にみる男女差

男 性 女 性

最高生産額 8,608ド ル 5,023ド ル

2000ド ル 以 上

1000～2000

400～1000

平 均 収 入

平 均 生 産 数

10人(33%)

9人(30%)

11人(37%)

1,842ド ル

91.2個

2人(10%)

8人(40%)

10人(50%)

1,258ド ル

ll6.5個

もの は少数 なので ある。400ド ル

以上 の収 入 を得て いる男女 を比

べ る と(表1)、 男性 は高 い もの

を少量、女性 は安 い もの を 多量

につ くる傾 向が あ り、平均年収

で男性 で1842ド ル 、女性 で1258「

ドル と、 男性 の方 が製作品 目数

が 少 ないの に もか かわ らず 、収

入 が 多 くな って いる。 高収 入の女性達 は ほぼ 毎 月の よ うに販 売記録 にあ らわれ、彼女 ら

の継続 的 な製作が うかが われ る点 な どにつ いては 、すで に報 告 した通 りで あ る[Kubota

1991,窪 田1992]。

また、男性 の樹皮 画や彫刻 には様 ざまな制 限が あ るこ とも製作数や 製作者数 が少 ない

理由 と考 え られ る。樹 皮画や 彫刻 は全 員が 製作で きる ものでは ない。 これ は、樹皮 画に

描 かれ る内容 は、 各 クランの神話 に基づ くもので 、だれ で もが描 いて良 い もので はない

とい う事情 も影響 して い る。 また、 こ うした作 品では才能や 技術 の差が か な りはっ き り

と作品の 出来 に影響 す る。 それ に対 して、女性の つ くる もの には クランに よる制限 が な

いだ けで な く、基本 的 に誰 で もが 作 るこ とがで き、技術 の差 が あ らわれ に くい。 この結

果 、女性 の 多 くが こつ こつ と継続 的 な仕事 を し、結 果 として ある程 度の収 入 をえる もの

が あ らわ れ、 それ に対 して男性の作業 は継 続的で な い とい う傾向 がみ られ るので あ る。

次 に雇 用に よる賃金収 入の面 を考 えてみ よ う。町 にある学 校、病 院、 スーパーマ ー ケ

ッ ト、銀 行、郵便局 な どの諸機関 は、政府 に雇 われ た白人の補助 をえてアボ リジニが運

営 してお り、 それぞれの機 関 で数 名ずつ が雇用 され てい る。1990年 現在 の雇用者数 は表

2の 通 りで ある。 どの機 関で も基 本的 には時給制 度 で雇 用 され てお り、 時給は7ド ルか

ら10ド ル程(1990年 現 在 、1豪 ドル110円)で あ る。雇 用 され てい る人の 男女比率 をみ る

と女性 の数が 多い こ とがわか る。 表の 中の星印 は、1985年 以来安 定 して職 につ いてお り、

常勤 に近 い状 態 にな って いる者 を示 して いるが、 この よ うに安 定 した被 雇用者 は圧倒 的

に女性 に 多い こ とが わか る。
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表2:雇 用状況(1990年 現在)

雇 用 機 関 男性(入) 女性(人)

病 院(ヘ ル ス ・ワ ー カ ー) 1* 5*

(掃除) 2*

町役場(役 員) 4 2

(事務員) 2*

(掃除) 2

郵便局 2

銀行 2

軽飛行機会社 2 1

聾 窃ミ
ロ 汀ミ 1*

リソ ー スセ ン タ ー(職 員) 4* 2*

(掃除) 2

マ ー ケ ッ ト(棚 卸 し) 2 2

(キ ャ ッ シ ャ ー) 4*

(事務) 2*

(掃除) 3

学校(教 貫) 1* 7*

(掃除) 3*

ゴ ミ回収 2

農園 4

成人教育 セノター 2

ALP 2

水道工事 3

発電 ・電気工事 4

建築 ・土木 4
一

合 計 32 47
　

町 では現在 、 それ ぞれ の機 関で

ア ボ リ ジ ニ 化 を め ざ し た 動 き

(Aboriginalization)が お こ って

いる。 これ まで の とこ ろ、 各機 関

の長 はア ボ リジニが 任命 されて い

る ものの 、 それ はむ しろ建 て前で

あ り、実際 の運営 は ア ドバ イザー

と呼 ばれ る 白人が受 け持 って いる。

これ を実際 の機 関の運営 もア ボ リ

ジニ中心 に してゆ き、責 任 を もつ

立場 の スタ ッフ を全 員ア ボ リジニ

に して ゆ こ うとい う計画 であ る。

特 に学校 は、 これ まで は校 長 、副

校 長 を含めすべ て 白入が中心 に な

って運営 されて きた。 アボ リジニ

は補動教 員 か清掃 員、営繕 な ど と

して働 いて い るだけで あ った。 カ

リキュ ラム も教育 省が決 め た 白人

の学校 と同様の物 が使 われ てい た。

しか し、近 年 にな って 、ア ボ リジ

ニの ための カ リキ ュラムが くまれ 、

2言 語 教育 を行 な い、将 来的 に は

現 地語 で 各教科 を教 え るよ うに しよ うと計 画 して い る。 その ため に は、教 員の側 のア ボ

リジニ化が 必要 であ り、 まず1989年 に は、教育 委員 会の決定 に したが い、 アボ リジニ女

性 が校 長 にな った。 彼女 は その2年 前 か らこの 計画 の ため に しば しば ダー ウ ィンに研修

にか よってい た。現 在 ガ リウ イン クに住 むア ボ リジニで正教 員 の資格 を持 って い るの は

彼女 をふ くめて3名 の女 性 しか いな いが、今 後 にむ けて5人 の ア ボ リジニ女性 が ダー ウ

ィンの学校 で勉 強 をつづ けてい る。 また、病 院で も、現在 は 白人の看護 婦 が二 人常 駐 し

て い るが 、ヘ ル ス ・ワー カー(準 看 護婦 に類似)の 資格 を持 つ ア ボ リジニ が6人(内 女

性5人)お り、 彼 らは通 信教 育 を うけ、年 に数 回 あ る研修 会 な どにでか け、勉 強 を続 け

て い る。 来年 にはア ボ リジニの一 人が 看護婦 の資格 を得 る予定 で、 白人の看 護婦 を一 人

の体制 にす る とい う。

町の機 関で 賃金収 入 をえて い る ものは、 男性32人 、女性47人 と数 の上 で も女性 が 多い。

そ して 、 さ らに安 定 してその職 につ いて い る もの は女性27人 、 男性6人 で、圧倒 的 に女
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種 類 受 給 者

*児 童手当 16才 以下の子 どもを持つ親に一律支給

*寡 婦手当 夫が死亡した妻に支給

老齢手当 60才 以上の男女に支給

失業手当 16才 以上の失業者に支給

*片 親手当 16才 以下の子供をもつ片親に支給

疾病 ・障害者手当 政府の認定 した障害者、疾病者に支給

性 が 多い。 と くに学校 の教 員、看護婦 、簿記 などの専 門的 な知 識 を必要 とす る職 につ い

てい るの はすべ て女性 た ちであ り、 ア ボ リジニ化が実 現す るか否 かは女性達 の働 きにか

か って いる。

さて、 賃金収 入や 美術工芸 品 に よる収 入 を得 る者 もある ものの 、経済的 な全体 の状況

を見 る と、 大 多数 の 人々の生 活の経 済的基礎 は社会 福祉 金や 政府 の各種補助 金 に よって

え られ てい る。手 当は、2週 間毎 に支給 されてお り、 児童手 当が子 供一 人につ き、60ド

表3:社 会福祉年金および補助金の種類 ル弱 であ るの を別 にす る と、

個 人に よって 多少 の差 は あ

るが 、おお よそ2週 間で300

ドル(1990年 現 在)ほ どの

手 当で ある。 表3に 手 当の

種類 を示 した。 これにみ ら

れ る よ うに、老齢年 金や失

業手 当、疾病 ・傷害者 手 当

(*印 は、女性だけが もしくは、女性が有利に受け取る補助金 を は 男女 同様 に その権 利 をえ

示す。)る が、それ以外 に女性 の ほ

うが受 け取 るこ との 多い補助 金が あ る。 児童 手 当 と片親手 当は と くに女性 にだ け与 え ら

れ る補助 金では ないが、子 供の世話 を して いるのは この 社会の場 合女性 が 多 く、結果 と

して こ うしたお 金は母親の収 入 とな る。 また、 寡婦 年金 は夫婦 間の年齢差 が大 き く、 男

性 がず っ と年 上 であ る とい うヨロ ンゴ社 会での婚姻 慣例 の結 果 、女性 が寡婦 年 金 を受 け

取 る機 会 が増加 してい る。

この よ うな福祉 金の なか った時代 に は寡婦 とな った女性 の立場 は不安定 で、 子供(娘)

の世 帯 に身 を寄せ るこ とが 多か った とい う[Peterson1974]。 また、寡婦 となった女性

は生 活の ため、意 に沿わ な くて も再婚 を余儀 な くされ ていたが 、寡婦年 金 などの結 果 、

寡婦達 の共 同の家 が もて る よ うにな った とい う他地域 の報告 もあ る[Be111980ユ 。 福祉

手 当 とい う現 金収 入は、 男性 よ りも女性 に有利 に働 いてお り、 それが 彼女 らの生 活の基

盤 を与 えてい る。

狩 猟採集 だ けで生 活 していた こ ろの女性 の採集作 業 は男性 の狩 猟 と比べ て、 ほぼ毎 日

繰 り返 してお こな う継続 的 な労働 だ った。 労働 時間 も長 く、 食糧 によって は、加工 、調

理 にさ らに繰 り返 しの 多い長時 間の労働 が必要 に なる。 美術工芸 にみ られ た女性 の労働

パ ター ンには、 こ うした伝 統的 な労 働パ ター ン との共通性 がみ られ る。 そ して、 こつ こ

つ と毎 日働 くとい う女性 の労働パ ター ンは、雇 用機 会 で も同様 に有効 に働 いてい るこ と

がわか る。 それ は 白人の労 働観 に近 い もの として、女性 た ちが雇用機 会に うま く適合 す

るこ とにつ なが った。 そ して その結果 と して、 多 くの ポ ス トが女性 に よって 占め られ 、
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さらには、責 任 ある地位 に女性 がつ くよ うに なって きて きた。 こ うした状 況 に加 え、社

会福祉 な ど各種 の援助 金 が女性 た ちに全体 として経済 的 な基 盤 と安 定 を与 える こ ととな

った。 その結 果 、社会 の なか で女性 は 力 を持 つ よ うにな り、 ヨロ ンゴ社 会の様 々な変化

の要 因の1つ とな ってい る と考 え られ る。

4.経 済的安 定 と変化

そ うした変化 の ひ とつ は美術工 芸品 製作 の分野 でお きて いる。 これ まで 樹皮画 の製 作

は男性 のみが行 うもので あ った。 女性 は夫 の作 品に手 をかす こ とはあ ったが、 それ はあ

くまで も男 の作品 であ った。 それ は、 さ きに述べ た よ うに樹 皮画 が描 か れ る内容 が 、個

人の もので は な く、 クラ ンの 神話 であ り、神聖 陛が高 い ものだか ら といわれ て きた。 男

性 で も誰 で もが描 いて よい わけで はな く、 クラ ンによ って描 く権 利 を持 つ 人だ けが 製作

す る もの とされ る。 実際 の ところ、 これ まで に樹 皮画 の販売 をめ ぐって クラ ン内部 や ヨ

ロン ゴ社会 全体 の中で 、販売 した 作品 が、 その部 族 の秘 密 に関 わ る もので外部 に出すべ

き もので は なか った 、 とい う反発 が表面 化 し、 クラ ン内 で混乱 が生 じるな ど多 くの問題

が 発生 して きた。 男性 の樹 皮画家 た ちは、 い まで は樹皮画 の販売 を行 う前 に、 あ らか じ

め他 の クランの成 員た ち との話 し合 い を行 うよ うに なって いる[Cawte1993]。

ところが、近 年、 少数の女 性 が樹皮 画 を描 くよ うにな った。 樹皮画 は かれ らの神話 を

描 くもので、 その神話 につ いての権利 を持 た ない女 性 は描 けな いはずで あ る。 しか し、

女性 たちは神話 に基づ く ものの 、最 も秘密 とされ る とこ ろには抵 触 しない よ うな題材 を

選 んで描 き、それ は神話 とは直接 関係 の ない 「単 なる絵 」 なのだ と説明 す る。 大 きさ も

男性 の樹 皮画 が時 には1辺2メ ー トル近 い大 き さの もの を使 うこ と もあ るよ うに、大 き

な もの を志 向す る傾 向が あ るの に対 し、女性 は小 さな もの をつ くる傾向 が ある。 彼女 た

ちの製 作 は、継続 的で あ るか ら、 その生産1生はたか くな る。 樹皮 画は袋 やバ スケ ッ トと

くらべ て単価 が たか いので 、彼女 らの収 入は飛 躍的 に伸 びる こ とに な る。

また、女性 の樹 皮画 の方 が よ く売 れ る結 果 となってい る こ とも特筆 され る。 男性 は 自

分の部 族 の重要 な神話 を樹 皮画 に描 き、それ は文化 的 に重要 な もの で ある として非常 に

高 い値 段 がつ け られ る。 それは 、 しば しば50万 円 を超 えるよ うな もの にな り、販売 効率

が落 ちて しま う。 それ に比べ て 、 さ きに述べ た よ うに女性 の樹 皮画 は神話 的 な秘密 性 、

また は神聖 さが な く、大 きさ も小 さい為 に、男性 の もの よ りも、ず っ と安 い値段 がつ け

られ る。 見た 目には同 じ樹 皮画 で ある こ ともあって、女性 の絵 画 の方が よ く売 れ るこ と

に なるので あ る。

さ らに、 ガ リウ ィン クで起 こってい る変 化 に影 響 を与 える と考 えられ る興 味 深 い現 象

が ヨロ ンゴの他地域 で お こってい る こ とを述べ てお きた い。 ヨロ ンゴ圏の東端 にイル カ
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ラ とい う人 口約600人 の町が あ る。 イル カラの町 にはかれ らか ら美術工 芸品 を買い上 げ、

都市 の画廊や 美術館へ 売 る仕事 をす るアー ト ・セ ン ターが あ る。 ここには常 時樹皮画や

彫刻 が収蔵 されて い る。 また これ までの有名 な樹皮画家 の作 品 を集め た小規模 な美術館

も併 設 され てお り、 一般 に公開 され て いる。 イルカ ラで も1930年 代 には樹皮画 を描 くの

は男性 で、 神話 を表 す樹皮画 は神聖 な もの で、女性や 子供 にはみせ ては いけない とされ

ていた とい う、 当時 アー ネム ラン ドで調 査 を行 なった トム ソンに よる記 録が あ る。 もう

少 し公開性 の高 い もので も女性 は手伝 うだ けだ った とい う 〔Peterson1976]。

ところが 、現在 ではアー ト ・セ ン ター に販売 のた め に集 め られ てい る絵や彫 刻の半数

以上 が女性 の もの であ る。 それ も神話 と関係 の ない 「単 なる」 絵で は な く、 クランの神

話 に もとつ く絵画 が大部分 であ る。 イル カラの女性達 は複数 の クランの男性樹 皮画家 た

ちが、1960年 代 に娘 に教 えは じめ たの を きっか け として、1970年 代 か ら樹皮画 を描 くよ

うに なった といわれ て いる[Morphy1991]。 理由 を尋ね る と、女達 は、男 の子た ちが

興味 を示 さなか ったため に父が娘達 に教 える よ うにな った 、若い 男達 が飲酒 に走 った り

して、儀礼 な どに興味 を もたず、芸術 に も熱心 で はないの で徐 々に女性 が とって替 わ る

よ うに なった、 と説 明 した。 ここで も女 性 が絶 対 に描 いて はいけ ない とい われ る図柄 は

あ り、 それ を描 くこ とは しな い。 しか し、 彼女 らの絵 は、 それ ぞれ の クラン神 話に もと

つ いた もの で あ り、その神話 を語 る こ ともで きる。 これ はガ リウ ィン クで はみ られ ない

こ とで ある。

これに加 え、 さ らに大 きな変化は儀 礼の なかでの絵画 を女性 が描 くよ うにな った こ と

であ る。 イル カラでは商品 用の樹皮 画製作 だ けで な く、葬 式の際 につ かわ れ る布の装飾

も女性 が行 うこ とが ふ えてい る。か つては 男性 が遺体 とお棺 に文様 を描 いていた。 とこ

ろが 、現在 は布 に描 いて それ をお棺 にかぶせ るよ うにな り、 それが女性 に よって行 われ

る ことが 多 くなってい る。 また儀礼 の時の 身体 装飾 も女 性が お こな うこ とが増 えて きた。

反対 に女性 た ちは編 み物 な どの工芸 をあ ま りしな くな って きた。女 た ちは作 り方は知 っ

てい るが、 時間がか か りす ぎるといい、 いまでは工芸 品製作 をお こな うの はほ んの少 し

の年寄 りだけ になって いる。 イル カ ラでの こ う した劇 的 ともい える変 化につ いての考察

は、紙 面の 関係 上、 別稿 にゆず るこ とに したい。

イル カ ラでの変化 は近 い将 来、 同 じ文 化 圏 にあるガ リウ ィン クの女性 達 に も影響 を与

え るこ とに なるであ ろ う。 ア ボ リジニ社会 での伝統 的 な男女 の異 なる労働 感が、 白人社

会の価値観 とで あい、 よ り うま く適合 したのは女性 の労 働感 で あった。 そ うして、 あ る

程度 の生 活の基盤 をえた女性 は、今や 社会 の中で男性 以上 に責 任の あ る立場 を得、 よ り

経 済効率 の よい活動 に乗 り出 しつつ あ るので ある。 そ してその範囲 は 男性 だけの知識 と

され ていた神話 の分 野 に も及 びつつ あ る。
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5.お わ り に

狩 猟採集 経済 か ら貨幣 経済 と生業 経済 の混合 とい う形へ と変化 して きた ヨロンゴの生

活 には、経 済活動 の変 化だ けで な く、社 会の その他 の分野 で もさ まざ まな変 化がみ られ 、

これ まで に なか った女性 へ の神話継 承 が行 われ るよ うにな ってゆ く可能 性 さえ うかが わ

せ る。

イル カラで の変化 が示唆 して い るこ と、 そ して 、 ガ リウ ィン クでの 始 ま りか けた変化

が示 唆 して いる こ とは、社 会変容 に よ って アボ リジニ社 会の伝統 的枠 組が 崩れ、女性 に

樹皮 画 を描 くこ とが許 され るよ うに な り、伝統 が失 われ て しまう、 とい うように読 むべ

きだ ろ うか。筆 者はむ しろ、神話継 承 を含め てア ボ リジニ社会 は常 に融通無 碍で あ る と

い うこ とが、示唆 され て い るよ うに思 う。 た とえば 、 ヨ ロンゴの親族 規則 であ るが、 こ

れ はた いへ ん複雑 な規 則で それ を遵 守 した婚姻 を結 び続 け るこ とは 困難 に思 えるほ どで

ある。 規 則に したが った婚姻 が 「伝 統的 」で 、規則 にはず れ た婚姻 が増加 して いる こ と

は 、彼 らの 「伝統 」が 崩壊 に向 か って い るこ との あ らわれ で ある、 と考 え るこ とは妥 当

だ ろ うか。 実 は、 この 規則 自体 その起源 は50年 以上 は さか のぼ らない、 とい う指摘 さえ

あるので あ る[Warner1969]。

女性 には いっ さい継 承 させ ない、 見せ ない、女性 は知 らない … とい う建 て前 の う

らで、 その場 と状 況 に応 じた対 応 を ヨロンゴはお こな ってい る。 それ は、現 在の よ うな

激動 期以外 で も、 白入 との接 触以前 に も、建 て前 を維持 しなが ら様 々な場面 で行 われ て

きた こ とに違 いな い。 確 固 と した伝統社 会が あ り、 それ が新 しい要 素 に よ って変容 して

ゆ くとい う見方 がむ しろ一面 的 であ る こ とを この二 つの町 の違 いは語 って い る。 人類学

者 に よって規 則が発 見 され るこ とに よ って、 「伝 統 」が創 出 され る可能性 さえあ るので あ

る。 その意味 で、「変 化 ・変容 」 につ いての捉 え方 の再 考 が必要 なの では ないだ ろ うか。
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本稿 は、第46回 日本 人類学 会 ・日本民族学 会連 合大 会(1992年10月25日 於 ・大阪大 学)

で 口頭 発表 した論 考 と、 第47回 の 同大 会(1993年10月31日 於 ・立教 大学)で 口頭 発表 し

た論 考 に、加 筆訂 正 した もので あ る。 口頭 発表 に対 し有益 な ご助 言 を 多数 賜 った。 また 、

本論 考の も ととなった研究 は、1990年 度文 部 省科学研 究 費補助 金国際学 術研 究(共 同研

究 課題 番号02044162代 表者:国 立民族 学博物 館助教 授松 山利 夫)の 成果 の一部 で ある。
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